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第
だ い

4次
じ

東
ひがし

大
お お

阪
さ か

市
し

障害者
しょ う が い し ゃ

プラン 

第
だ い

６期
き

東
ひがし

大
お お

阪
さ か

市
し

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

計画
け い か く

・ 

第
だ い

２期
き

東
ひがし

大
お お

阪
さ か

市
し

障害
しょうがい

児
じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

わかりやすい版
ばん

このわかりやすい版
ばん

は、「第
だい

4次
じ

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プラン」、「第
だい

６期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

・第
だい

２期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

」の内容
ないよう

について、わかりや

すく紹介
しょうかい

するために作
つく

りました。 
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第
だい

１章
しょう

 この計
けい

画
かく

のこと 

1 計画
けいかく

をつくる理由
り ゆ う

◆日本
にほん

では、しょうがいのある人
ひと

のけんりを守
まも

ったり、自分
じぶん

の力
ちから

でくらせるように、

いろいろな約束
やくそく

や法律
ほうりつ

をつくってきました。 

◆東大阪市
ひがしおおさかし

では、平成
へいせい

10年
ねん

３月
がつ

から障害者
しょうがいしゃ

プランの計画
けいかく

をつくり、進
すす

めてきました。 

◆近年
きんねん

、しょうがいのある人
ひと

をとりまくかんきょうや、世界
せかい

や日本
にほん

では、しょうがい

のある人
ひと

のための約束
やくそく

や法律
ほうりつ

が大
おお

きく変
か

わりました。 

◆こうした中、国
くに

や大阪府
おおさかふ

では、しょうがいのある人
ひと

のための計画
けいかく

が新
あら

たにつくられ

ました。東大阪市
ひがしおおさかし

では、こうした動
うご

きをはんえいするため、しょうがいのある人
ひと

の

ための取
と

り組
く

みを見直
みなお

すことにして、この新
あたら

しい計画
けいかく

をつくることにしました。 

２ 計画
けいかく

について 

◆この計画
けいかく

は、３つの計画
けいかく

を、１つにまとめてつくっています。 

①第
だい

4次
じ

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プラン

・令和
れいわ

３（2021）年度
ねんど

から令和
れいわ

11（2029）年度
ねんど

の 9年間
ねんかん

にすることを書
か

いてい

ます。この計画
けいかく

をつくることは、「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」という法律
ほうりつ

で、必
かなら

ずつくるよ

う決
き

まっています。 

②第
だい

6期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

・令和
れいわ

３（2021）年度
ねんど

から令和
れいわ

５（2023）年度
ねんど

の３年間
ねんかん

にすることを書
か

いていま

す。この計画
けいかく

をつくることは、「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」という法律
ほうりつ

で、必
かなら

ずつくる

よう決
き

まっています。 

③第
だい

2期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

・令和
れいわ

３（2021）年度
ねんど

から令和
れいわ

５（2023）年度
ねんど

の３年間
ねんかん

にすることを書
か

いていま

す。この計画
けいかく

をつくることは、「児童
じどう

福祉法
ふくしほう

」という法律
ほうりつ

で、必
かなら

ずつくるよう決
き

ま

っています。 
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第
だい

２章
しょう

 東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プラン 

この計画
けいかく

で大切
たいせつ

にしている 考
かんが

え方
かた

 ◆しょうがいのある人
ひと

も、ない人
ひと

も、おたがいにひとりの人
ひと

として大切
たいせつ

にさ

れ、安心
あんしん

して、自分
じぶ ん

らしくいきいきと生活
せいかつ

のできるまちづくりをすすめま

す。そして、次
つぎ

の６つのことをしていきます。 

  ①しょうがいがあっても、個人
こじ ん

のけんりを守
まも

られ、自分
じぶ ん

らしくいきいきと

生活
せいかつ

できるようにします。 

  ②しょうがいのある人が、地域
ちい き

で安心
あんしん

して、いきいきと生活
せいかつ

できるように

ささえていきます。 

  ③しょうがいのある人
ひと

も、ない人
ひと

も、いっしょに生
い

きる社会
しゃかい

をつくります。 

  ④しょうがいのある人
ひと

が、自由
じゆ う

にこうどうし、社会
しゃかい

にさんかできるように

ささえていきます。 

  ⑤しょうがいがあっても、さべつされないで、安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるように

します。 

  ⑥しょうがいのある人
ひと

が、ひつようなサービスをうけられるように、みん

なでささえていきます。 
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●この計画
けいかく

での取
と

り組
く

み 

１．しょうがいのある人
ひと

のことを理解
りかい

してもらい、おたがいのこと

を大切
たいせつ

にして、助
たす

けあってくらせるようにします。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

もない人
ひと

も、いっしょに地域
ちい き

でくらせる社会
しゃかい

にするた

めに、みんなに広
ひろ

めます。 

 ◆しょうがいや、しょうがいのある人
ひと

のことをみんなにもっと知
し

ってもらい、

しょうがいのある人
ひと

を手助
てだ す

けすることが大切
たいせつ

であることを伝
つた

えます。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

がいやがることや、さべつをなくしていきます。 

２．しょうがいのある人
ひと

が安心
あんしん

してくらすために、地域
ちいき

全体
ぜんたい

で生活
せいかつ

を

ささえるしくみをつくります。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

が受
う

けられるサービスをよくしていきます。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

や家族
かぞ く

がそうだんできるサービスをつくります。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

が一生
いっしょう

をとおして、安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるように、ささ

えていきます。 

３．文化
ぶんか

やスポーツ活動
かつどう

の手助
てだす

けをします。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

がずっと学
まな

んでいけるように取
と

り組
く

みます。 

 ◆いろいろな芸術
げいじゅつ

（絵
え

をかく、音楽
おんがく

をきくなど）やスポーツ活動
かつどう

を楽
たの

しめる

ように手助
てだ す

けします。 

 ◆いろいろな場所
ばし ょ

で、いろいろな活動
かつどう

を楽
たの

しめるように取
と

り組
く

みを考
かんが

えます。 

４．しょうがいのある人
ひと

が、地域
ちいき

で安心
あんしん

して、いきいきと生活
せいかつ

でき

るように、まちをととのえていきます。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

がくらしやすい住
す

まいや、使
つか

いやすい建物
たてもの

をふやして

いきます。 

 ◆乗
の

り物
もの

や道路
どう ろ

などを使
つか

いやすくして、しょうがいのある人
ひと

が出
で

かけやすい

バリアフリーのまちをつくります。 
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◆しょうがいのある人
ひと

が生活
せいかつ

する場所
ばし ょ

を使
つか

いやすくする手助
てだ す

けをみんなで取
と

り組
く

みます。 

◆地震
じし ん

や台風
たいふう

などの災害
さいがい

が起
お

きたとき、こまらないようにします。 

◆しょうがいのある人
ひと

が犯罪
はんざい

にまきこまれないようにします。 

５．しょうがいのある人
ひと

もない人
ひと

も、ともに学
まな

び、育
そだ

つための手助
てだす

け

をします。 

◆しょうがいのある子
こ

どもがおさないころから、家族
かぞ く

がそうだんできるように

します。 

◆いろいろなしょうがいがあっても、できるだけみんないっしょに勉強
べんきょう

でき

るようにします。 

 ◆学校
がっこう

での勉強
べんきょう

がわかりやすくなるように、工夫
くふ う

をしてひとりひとりに合
あ

っ

た教育
きょういく

を受
う

けられるようにします。 

６．しょうがいのある人
ひと

が、地域
ちいき

ではたらくことができるための手助
てだす

けをします。 

 ◆しょうがいのある人
ひと

がはたらきやすくなるために、ひとりひとりにあった

手助
てだ す

けをします。 

 ◆会社
かいしゃ

ではたらくことがむずかしい人
ひと

が、手助
てだ す

けを受
う

けながらはたらくこと

ができる場所
ばし ょ

を用意
よう い

します。 

 ◆できる作業
さぎょう

をふやして、お給 料
きゅうりょう

が多
おお

くなるように手助
てだ す

けします。 

７．しょうがいのある人
ひと

が、健康
けんこう

にくらすための手助
てだす

けをします。 

 ◆みぢかな地域
ちい き

での医療
いりょう

などのサービスをよくします。 

 ◆しょうがいをわかってくれる病院
びょういん

をふやして、いろいろな病院
びょういん

が助
たす

けあ

えるしくみを考
かんが

えます。 

 ◆難病
なんびょう

の人
ひと

のための医療
いりょう

の取
と

り組
く

みをすすめます。 

 ◆病気
びょうき

のげんいんを見
み

つけてふせぐなど、健康
けんこう

づくりに取
と

り組
く

みます。 

 ◆精神
せいしん

しょうがいのある人
ひと

のための、医療
いりょう

などのサービスをよくします。
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第
だい

３章
しょう

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の福
ふく

祉
し

サービスで取
と

り組
く

むこと 

第
だい

6期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

では、令和
れいわ

5年度
ねんど

が終
お

わるまでに、 

次
つぎ

のことができるように取
と

り組
く

みます。 

１．しょうがいのある人
ひと

が、施設
しせ つ

から出
で

て地域
ちい き

で生活
せいかつ

する数
かず

をふや

します。 

 ◆施設
しせ つ

をはなれた生活
せいかつ

へうつる人
ひと

をふやします。 

 ◆施設
しせ つ

で生活
せいかつ

している人
ひと

をへらし、地域
ちい き

で生活
せいかつ

できるようにします。 

２．精神
せいしん

しょうがいのある人
ひと

が、地域
ちい き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるしくみ

をつくっていきます。 

◆精神
せいしん

しょうがいのある人
ひと
が地域

ち い き
で安心

あんしん
して生活

せいかつ
できるしくみづくりを進

すす
め

るため、関係
かんけい
する人

ひと

が集
あつ
まって話

はな
し合

あ
う場

ば
をつくります。 

３．しょうがいのある人
ひと

が、地域
ちい き

での生活
せいかつ

でをささえるための中心
ちゅうしん

になるところをととのえます。 

◆しょうがいのある人
ひと
が地域

ち い き
で安心

あんしん
して生活

せいかつ
できるように、しょうがいのある

人
ひと

をよく知
し

っているところでの、生活
せいかつ
を手伝

てつ だ

うやり方
かた

を、よりよくしていき

ます。 

４．会社
かいしゃ

などではたらくしょうがいのある人
ひと

をふやします。 

◆企業
きぎょう
などに就 職

しゅうしょく
するしょうがいのある人

ひと

をふやします。 

◆しょうがいのある人
ひと
の就 職
しゅうしょく

を手助
て だ す
けする「就労

しゅうろう
移行
い こ う
支援
し え ん
サービス」を利用

り よ う

する人
ひと
をふやします。 

◆企業
きぎょう
などに就 職

しゅうしょく
したしょうがいのある人

ひと

が、仕事
し ご と
を辞

や
めずに１年

ねん
以上
いじょう
同
おな
じ

職場
しょくば
で働
はたら
いている割合

わりあい
が８割

わり
以上
いじょう
の事業所
じぎょうしょ

をふやして、全体
ぜんたい
の 7割

わり
以上
いじょう
に

します。 
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５．しょうがいのある人
ひと

がはたらいてもらえるお金
かね

をふやします。 

◆しょうがいのある人
ひと

がはたらく就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん
Ｂ型
がた
の事業所
じぎょうしょ

の工賃
こうちん

（もらえ

るお金
かね
）を上

あ
げます。 

６．しょうがいのある人
ひと

にサービスを使
つか

ってもらうための計画
けいかく

をつ

くったり、しょうがいのある人
ひと

がそうだんできるしくみをよく

していきます。 

 ◆基幹
きか ん

相談
そうだん

支援
しえ ん

センターという場所
ばし ょ

が中心
ちゅうしん

になって、そうだんできるしくみ

をよりよくしていきます。 

７．しょうがいのある人
ひと

のいろいろな思
おも

いを受
う

けとめて、よりよい

サービスが使
つか

えるようにしくみをよくしていきます。 

 ◆事
じ

業者
ぎょうしゃ

がお金
かね

を請求
せいきゅう

するときに、まちがえないように教
おし

えます。 

 ◆請求
せいきゅう

のまちがいをみつけるために、大阪府
おおさかふ

、ほかの市
し

や町
まち

などと力
ちから

をあ

わせます。 

 ◆事
じ

業者
ぎょうしゃ

に教
おし

えることについて、大阪府
おおさかふ

や同
おな

じ仕事
しご と

をするほかの市
し

の職員
しょくいん

と、どのようにすればよくなるかを話
はな

しあいます。 

サービスをふやし、質
しつ

をよくしていくための取
と

り組
く

み 

訪問
ほうもん

のサービス 

◆しょうがいのある人
ひと
の自宅

じ た く
を訪問

ほうもん
して生活

せいかつ
を手助

て だ す
けするサービス（ホームヘ

ルプなど）の利用者
りようしゃ

をふやします。 

◆しょうがいの種類
しゅるい
やしょうがいのある人

ひと
の状態
じょうたい

に合
あ
わせて、サービスが利用

り よ う

できるように、サービスの質
しつ
をよくします。 

◆サービスをおこなうヘルパーなどの人
ひと
が、サービスについて学

まな
ぶ機会

き か い
をふや

して、サービスがよくなるようにします。 
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◆サービスをおこなう人
ひと
をふやし、 働

はたら
き続

つづ
けられるようささえるしくみを

充実
じゅうじつ

します。 

通
かよ

いのサービスやショートステイなど 

◆しょうがいのある人
ひと
が事業所
じぎょうしょ

に通
かよ
って手助

て だ す
けを受

う
けたり、働

はたら
いたり、いろい

ろな活動
かつどう
をするサービス（生活

せいかつ
介護
か い ご
、就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん
Ａ型
がた
、就労
しゅうろう

継続
けいぞく
支援
し え ん
Ｂ型
がた

など）の利用者
りようしゃ

をふやします。 

◆しょうがいのある人
ひと
が短
みじか
い期間

き か ん
、泊

と
まりで手助

て だ す
けを受

う
けるサービス（ショー

トステイ）の利用者
りようしゃ

をふやします。 

◆医療
いりょう
の必要
ひつよう
なしょうがいのある人

ひと
なども利用

り よ う
できる事業所

じぎょうしょ
をふやします。 

◆サービスに関
かか
わる人

ひと
や事業所

じぎょうしょ
が協 力

きょうりょく
して、サービスの質

しつ
をよくしていくた

めに取
と
り組

く
みます。 

◆働
はたら
くことを手助

て だ す
けするサービスの事業所

じぎょうしょ
では、企業

きぎょう
などに就 職

しゅうしょく
するしょう

がいのある人
ひと
をふやしたり、工賃

こうちん
を上

あ
げたりできるように取

と
り組

く
みます。 

◆しょうがいのある人
ひと
が仕事

し ご と
を辞

や
めずに働

はたら
く手助

て だ す
けをするサービスの事業所

じぎょうしょ

で、利用者
りようしゃ

が定着
ていちゃく

できるように、障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ
支援
し え ん
センターを活用

かつよう
し

ていきます。

◆ショートステイについては、家族
か ぞ く
の急 病
きゅうびょう

などで急
きゅう
に必要
ひつよう
になったときでも、

利用
り よ う
しやすいようにしくみを充実

じゅうじつ
します。また、医療

いりょう
の必要
ひつよう

なしょうがいの

ある人
ひと
なども利用

り よ う
しやすいようにします。 

住
す

まいのサービス 

◆しょうがいのある人
ひと
の住

す
まい（グループホーム）の利用者

りようしゃ
をふやします。 

◆グループホームは、サービスの質
しつ
をよくして、重

おも
いしょうがいのある人

ひと
でも

利用
り よ う
できるところをふやすための取

と
り組

く
みをします。 

◆しょうがいのある人
ひと
のいろいろな思

おも
いを受

う
けとめて、質

しつ
のよいサービスが使

つか

えるように、グループホームのサービスに関
かか
わる責任者

せきにんしゃ
などに研修

けんしゅう
をおこな

います。 



9 

相談
そうだん

のサービス 

◆しょうがいのある人
ひと
が必要

ひつよう
なサービスを安心

あんしん
して使

つか
うことができるように、

相談
そうだん
のサービスの利用者

りようしゃ
を増

ふ
やし、相談

そうだん
のしくみを充実

じゅうじつ
します。 

◆しょうがいのある人
ひと
がサービスを使

つか
うための計画

けいかく
をつくる人

ひと
を育

そだ
て、ふやし

ます。そのために、相談
そうだん

のサービスについて学
まな
ぶ機会

き か い
をふやしたり、サービ

スに関
かか
わる人

ひと
が協 力
きょうりょく

して、サービスの質
しつ
がよくなるようにします。 

◆施設
し せ つ
から出

で
て地域

ち い き
で生活
せいかつ
するしょうがいのある人

ひと
をふやすため、本人

ほんにん
や家族

か ぞ く
、

施設
し せ つ
で働
はたら
く人
ひと
に説明
せつめい
し、理解

り か い
してもらうようにします。また、その後

ご
も続
つづ
け

て生活
せいかつ
できるように支

ささ
えていきます。 

地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支
ささ

えるいろいろなサービス 

◆しょうがいのある人
ひと
の地域

ち い き
での生活

せいかつ
を支

ささ
えるさまざまな取

と
り組

く
みを充実

じゅうじつ
し

ます。これには、しょうがいのある人
ひと
の権利

け ん り
を守
まも
るためのサービス（成年

せいねん
後見
こうけん

制度
せ い ど
利用
り よ う
支援
し え ん
事業
じぎょう
）や、聴覚

ちょうかく
しょうがいのある人

ひと
などのコミュニケーション

を手助
て だ す
けするサービス（意思

い し
疎通
そ つ う
支援
し え ん
事業
じぎょう
）、しょうがいのある人が日常

にちじょう
生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な用具
よ う ぐ
をもらえるようにするサービス（日常

にちじょう
生活
せいかつ

用具
よ う ぐ
等
とう
給付
きゅうふ

事業
じぎょう

）、

しょうがいのある人
ひと
の外出
がいしゅつ

を手助
て だ す
けするサービス（移動

い ど う
支援
し え ん
事業
じぎょう
）など、い

ろいろなものがあります。 

◆重
おも
いしょうがいのある人

ひと
が社会
しゃかい
に参加

さ ん か
できるように、学校

がっこう
で学
まな
んだり、就 職

しゅうしょく

するために必要
ひつよう
な手助

て だ す
けをします。
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第
だい

４章
しょう

 障
しょう

害
がい

児
じ

の福
ふく

祉
し

サービスで取
と

り組
く

むこと 

第
だい

2期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

障
しょう

害
がい

児
じ

福
ふく

祉
し

計
けい

画
かく

では、令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

が終
お

わるまでに、次
つぎ

のことができるように取
と

り組
く

みます。

１．しょうがいのある子
こ

どもが、地域
ちい き

で生活
せいかつ

し、発達
はったつ

することをさ

さえるしくみをつくります。 

◆児童
じ ど う
支援
し え ん
発達
はったつ

センターなどのしょうがいのある子
こ
どもの手助

て だ す
けをする場所

ば し ょ

として、東大阪
ひがしおおさか

市立
し り つ
障害児
しょうがいじ

支援
し え ん
センター「レピラ」や、児童

じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
セン

ターとして、第一
だいいち
はばたき園

えん
、第二
だ い に
はばたき園

えん
があります。今後

こ ん ご
も、しょう

がいのある子
こ
どもや、家族

か ぞ く
をささえていきます。 

２．しょうがいのある子
こ

どもが、ひつようなサービスを受
う

けたり、使
つか

うことができるようにささえていきます。 

◆保育所
ほいくじょ

などの訪問
ほうもん
支援
し え ん
施設
し せ つ
として、しょうがいのある子

こ
どもの手助

て だ す
けをする

場所
ば し ょ
として、東大阪

ひがしおおさか
市立
し り つ
障害児
しょうがいじ

支援
し え ん
センター「レピラ」や、児童

じ ど う
発達
はったつ
支援
し え ん
セ

ンターとして、第一
だいいち
はばたき園

えん
、第二
だ い に
はばたき園

えん
があります。今後

こ ん ご
も、しょ

うがいのある子
こ
どもや、家族

か ぞ く
をささえていきます。 

３．発達
はったつ

の手助
てだ す

けするサービスを使
つか

うしょうがいのある子
こ

どもの数
かず

をふやします。 

◆重
おも
いしょうがいのある子

こ
どもの手助

て だ す
けをする場所

ば し ょ
として、児童

じ ど う
発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が 1か所
しょ
、放課後

ほ う か ご
等
とう
デイサービス事業所

じぎょうしょ
が 3か所

しょ
あります。今後

こ ん ご
、

放課後
ほ う か ご

等
とう
デイサービス事業所

じぎょうしょ
を 5 か所

しょ
にふやして、サービスをしていきま

す。 

４．発達
はったつ

しょうがいのある子
こ

どもが、地域
ちい き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるよ

うにするためのしくみづくりに取
と

り組
く

みます。 
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５．発達
はったつ

しょうがいについて、みんなが正
ただ

しく知
し

ることができるよ

うに広
ひろ

めていきます。 

６．発達
はったつ

しょうがいのある子
こ

どもや家族
かぞ く

の人
ひと

が相談
そうだん

できるところが

わかるよう、みんなに広
ひろ

めていきます。 

７．しょうがいのある子
こ

どもにかかわる計画
けいかく

として、「第
だい

2期
き

東
ひがし

大
おお

阪
さか

市
し

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

」（令
れい

和
わ

2年
ねん

3月
がつ

）があります。 

◆学校
がっこう
に行

い
くまえの子

こ
どもに対

たい
して、保育所

ほいくじょ
（園
えん
）や幼稚園

ようちえん
、認定
にんてい
こども園

えん
な

どにおいて、保育
ほ い く
または教育

きょういく
をおこないます。

◆保育
ほ い く

標 準
ひょうじゅん

時間
じ か ん
1日
にち
11時間

じ か ん
をこえる利用

り よ う
について、保育所

ほいくじょ
（園

えん
）・認定

にんてい
こ

ども園
えん
などで、保育

ほ い く
をおこないます。 

◆昼間
ひ る ま
家庭
か て い
にいない保護者

ほ ご し ゃ
をもつ児童

じ ど う
に対し、放課後

ほ う か ご
に小学校
しょうがっこう

の余裕
よ ゆ う

教室
きょうしつ

な

どを利用
り よ う
して、適切

てきせつ
な遊
あそ
びや、生活

せいかつ
指導
し ど う
の場

ば
を提
てい
供
きょう
します。 

◆公共
こうきょう

施設
し せ つ
や保育所

ほいくじょ
（園
えん
）などの地域

ち い き
のみぢかな場所

ば し ょ
で、子

こ
育
そだ
て中
ちゅう
の親子

お や こ
の

交流
こうりゅう

・育児
い く じ
相談
そうだん
などをおこないます。 

◆さまざまな理由
り ゆ う

で育児上
いくじじょう

の困難
こんなん

をかかえる家庭
か て い

を対象
たいしょう

に、相談
そうだん

支援
し え ん

や

育児
い く じ
・家事

か じ
援助
えんじょ
などをおこないます。
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第
だい

５章
しょう

 この計
けい

画
かく

の進
すす

め方
かた

◆この計画
けいかく

は、東大阪市
ひがしおおさかし

が中心
ちゅうしん

になって取
と

り組
く

みを進
すす

めていきます

が、しょうがいのある人
ひと

のよりよいくらしを支
ささ

えていくためには、

しょうがいのある人
ひと

のみなさん自身
じしん

や、しょうがいのある人
ひと

への

サービスの事業所
じぎょうしょ

の人
ひと

、地域
ちいき

の人
ひと

など、いろいろな人
ひと

が協 力
きょうりょく

す

ることが大切
たいせつ

です。みんなで力
ちから

をあわせてこの計画
けいかく

を進
すす

めていき

ます。 

◆この計画
けいかく

をしっかりと進
すす

めていくために、この計画
けいかく

にかかわる人
ひと

たちが集
あつ

まる場所
ばしょ

で、計画
けいかく

について話
はな

しあったり、しょうがいの

ある人
ひと

のみなさんに意見
いけん

を聞
き

くなどして、計画
けいかく

の進
すす

み具合
ぐあい

を点検
てんけん

していきます。 

◆東大阪市
ひがしおおさかし

のホームページなどを使
つか

って、この計画
けいかく

を広
ひろ

く市民
しみん

に知
し

らせていきます。しょうがいのある人
ひと

のみなさんにも、いろいろ

な機会
きかい

を利用
りよう

して、この計画
けいかく

の内容
ないよう

についてお知
し

らせしていきま

す。 


